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文部科学省におけるデジタル化推進プラン（概要）

本文： https://www.mext.go.jp/content/000089237.pdf

https://www.mext.go.jp/content/000089237.pdf


ポストコロナ社会におけるニューノーマルを研究活動においても実現するため、研究のデジタルトランスフォーメーション(DX)をソフト・ハードの両面から取り組む必要がある。

文部科学省においては、ソフト面として研究データを戦略的に収集・共有・活用するための取組を強化すると同時に、ハード面では、実験の自動化や遠隔地からの研究

インフラへのアクセスを可能にする研究施設・設備のリモート化・スマート化、更に次世代情報インフラである高速通信ネットワークと高性能計算資源の整備を加速する。

２．研究施設・設備のリモート化・スマート化１．研究データの収集・共有と
AI・データ駆動型研究の推進

また、AI・データ駆動型研究を支えるため、
スパコン「富岳」をはじめとした高性能・大規
模な計算資源の整備と、それらを徹底活
用した更なる成果創出を加速する。

全国的な研究のDXを支える学術情報
基盤としての役割を果たすため、全国の
大学・研究機関を超高速かつ大容量に
つなぐ学術情報ネットワーク「SINET」
の機能を強化・拡充する。

研究システムをデジタル転換するにあたって重要となるのは研究デー
タである。
そのため、それぞれの分野の特性を生かしながら、高品質な研究

データの収集と、戦略性を持ったデータの共有のためのデータプラット
フォームの構築、人材の育成・確保に取り組み、更に、データを効果
的に活用した、先導的なAI・データ駆動型研究を推進する。
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▼関連施策
・マテリアルDXプラットフォーム構想実現のための取組
・創薬等ライフサイエンス研究支援基盤事業
・気候変動対策や省エネ社会実現に向けた研究基盤技術の強化
・AIP：人工知能/ビックデータ/IoT/サイバーセキュリティ統合プロジェクト
・統計エキスパート人材育成プロジェクト
・研究大学強化促進事業 等 ３．次世代情報インフラの整備

大型共用施設から研究室まであら
ゆる研究現場において、リモート研究
を可能にする環境構築や、実験の自
動化を実現するスマートラボ等の取
組を推進し、時間や距離に縛られず
研究を遂行できる革新的な研究環
境を整備する。

▼関連施策
・大学・研究開発法人等の施設・設備の遠隔化、自
動化
・世界最高水準の大型研究施設におけるDXの推進
・研究のDX推進のための共用体制整備 等遠隔観察

中央制御室機器室 自動起動、
自動運転

遠隔調整、
条件変更

外部オフィス

研究のデジタルトランスフォーメーション（DX）
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今後の次世代学術情報ネットワーク・データ基盤整備の方向性

○ 次世代学術研究プラットフォーム：ネットワーク基盤と研究データ基盤の一体的運用

 日本全国を400Gbpsで接続、国際回線も200Gbpsに増強・整備

 研究データライフサイクルに沿った研究データ基盤の開発、運用（順次開発・機能拡充予定）

 SINET接続点増設でアクセス環境改善、5G対応モバイル基盤の本格運用

（国立情報学研究所資料より引用）
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○ 我が国の科学技術の発展、産業競争力の強化に資するため、
イノベーションの創出や国民の安全・安心の確保につながる最先端の研究基盤
として、世界最高水準の汎用性のあるスーパーコンピュータの実現を目指す。

○ システムとアプリケーションの協調的な開発により、世界最高水準
の汎用性、最大で「京」の100倍のアプリケーション実効性能を
目指して開発（令和３年３月９日より共用開始）

○ 消費電力：30～40MW（「京」：12.7MW）
国費総額：約1,100億円

※ 令和2年4月より共用開始前の試行的利用として新型コロナウイルス対策
課題を実施。

理化学研究所
計算科学研究センター
（兵庫県神戸市）【事業の目的】

【事業の概要】

全ての人とモノがつながり、今までにない新たな価値を生み出す超スマート社会の実現を目指すSociety 5.0においては、シミュレーションによる社会的課題の
解決や人工知能（AI）開発及び情報の流通・処理に関する技術開発を加速するために、スーパーコンピュータ等の情報基盤技術が必要不可欠。

スーパーコンピュータ「富岳（ふがく）」の整備
（特定先端大型研究施設運営費等補助金）

【「富岳」での取り組み】

背景・課題

事業概要

スパコンランキング（TOP500,HPCG,HPL-AI,Graph500）で二期
連続世界1位を獲得（2020.6, 11 ４部門での1位獲得は史上初）

スーパーコンピュータ「富岳」

【経済財政運営と改革の基本方針2020】

(イノベーション創出や科学技術政策におけるEBPM推進による予算の質の向上)
～研究設備・機器等の計画的な共用の推進、研究のデジタル化・リモート化・スマート化の推進に向けた基盤の構
築注釈等を図る。 注釈：学術情報ネットワーク（SINET）やスーパーコンピュータ「富岳」の整備など。

（新型コロナウイルス対策課題）
○ 治療候補薬探索や室内の飛沫経路予測等を整備途中の「富岳」
上で試行的に実施。得られた成果は関係省庁等に共有し、新型
コロナウイルス対策に貢献※。

（AI・データ科学を活用した成果創出）

○ 「京」より「高解像」「長時間」

「大規模」「多事例」のシミュレー
ションを通じた各分野での成果
創出や深層学習に対応した
CPUでの、ビッグデータ活用によ
る社会課題解決に大きな貢献
が見込まれる。

衛星データを活用した
高精度降水予測
※今後、「富岳」活用

による高精度化を予定

※ 例:文部科学省「学校における新型コロナウイルス感染症に関する

衛生管理マニュアル～「学校の新しい生活様式」～」に教室内の換気

シミュレーション結果が掲載。

→ 全国の教育現場に「富岳」の成果が還元

※ 例:内閣官房「新型コロナウイルス感染症対策分科会」のイベントガイドラインの検討に室内の飛沫シミュレーション結果が活用。

→ イベント再開等に向けた定量的評価が可能

【成長戦略フォローアップ】
・スーパーコンピュータ「富岳」の共用を2021年度に開始し、新型コロナウイルス研
究への活用を先行実施するなど、社会課題解決のためのシミュレーション研究
等への活用を推進する。

「令和２年７月豪雨」での線状降水帯
予測技術の開発(気象庁との連携)

文科省 理研
開発企業

（関係企業含む）

補助(一定) 支払【予算の流れ】
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○ 「富岳」を中核とし、多様な利用者のニーズに応える革新的な計算環境（HPCI：革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ）を構築し、その利

用を推進することで、我が国の科学技術の発展、産業競争力の強化、安全・安心な社会の構築に貢献する。

１．「富岳」の運営等 15,329百万円（12,555百万円）

２．HPCIの運営 1,886百万円（1,999百万円）

第２階層スパコン

フラッグシップシステム

東北大

筑波大

阪大
九大 名大

北大

東工大

JAMSTEC

京大

東大

事業目的

事業概要

スーパーコンピュータ「富岳」及び
革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ（HPCI）の運営

○ 「富岳」の共用開始を行うとともに、「富岳」を用いた成果創出の取組を推進する。(新型コロナウイルス対策に資する課題について優先的な採択・支援を想定)
※ 令和2年4月より共用開始前の試行的利用として新型コロナウイルス対策課題を実施。
※ 「富岳」は、令和３年３月９日より共用開始。

○ 国内の大学等のスパコンを高速ネットワークでつなぎ、利用者が一つのアカウントにより様々な

スパコンやストレージを利用できるようにするなど、多様なユーザーニーズに応える環境を構築し、

全国のユーザーの利用に供する。
JCAHPC産総研

【期待される成果例】
★健康長寿社会の実現 ★産業競争力の強化★防災・環境問題 ★エネルギー問題 ★基礎科学の発展

★高速・高精度な
創薬シミュレーション
の実現による
新薬開発加速化

★医療ビッグデータ解析と
生体シミュレーションによる
病気の早期発見と予防
医療の支援実現

★次世代産業を支える
新デバイスや材料の
創成の加速化

★気象ビッグデータ
解析により、竜巻や
豪雨を的確に予測

★地震の揺れ・津波の
進入・ 市民の避難経
路をメートル単位でシミュ
レーション

★飛行機や自動車の
実機試験を一部代替
し、開発期間・コストを
大幅に削減

★太陽電池や燃料電池の
低コスト・高性能化や人
工光合成メタンハイドレート
からメタン回収を実現

★電気自動車のモーター
や発電機のための永久
磁石を省レアメタル化で
実現

★宇宙でいつどのように物質
が創られたのかなど、科学
の根源的な問いへの挑戦

≪HPCIを利用した論文等≫
－ 累計 8,530件
ー バイオ、物質・材料、防災・減災、ものづくり、宇宙・素粒子、数理科学など広範な分野に及ぶ。

【統合イノベーション戦略2020】
・2021年度の共用開始を目標とするスーパーコンピュータ「富岳」の試行的利用（2020年度から実施）を活用して、新型コロナウイルス感染症治療薬候補の同定など同ウイルス感染症対
策に資する研究を先行して実施するとともに、大学や国研等のスパコンで構成されるＨＰＣＩ（革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ）の計算資源活用の臨時公募により、
新型コロナウイルス感染症対策に資する研究課題を実施する。

○ 構成機関の協力のもと、新型コロナウイルス対策に係る課題の緊急公募を

令和2年4月より実施。（10課題以上採択） 6


